
　
町
で
は
、
上
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
収
支
改
善
を
図
り
、

今
後
の
老
朽
管
取
替
事
業
の
計
画
的
な
推
進
に
よ
る
安
定
的

な
施
設
運
営
を
続
け
る
た
め
、
上
下
水
道
使
用
料
金
引
上
げ

改
定
の
必
要
性
を
町
議
会
や
町
長
室
出
前
懇
談
会
で
説
明
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
使
用
料
金
は
大
切
な
収
入
源
！

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

て
る
上
下
水
道
使
用
料
金
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
を
支
え
る

大
切
な
収
入
源
で
す
。
上
下
水

道
事
業
特
別
会
計
の
安
定
運
営

の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
町
で
は
、
引
き
続
き
、

滞
納
者
に
対
し
厳
し
い
対
応
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
滞

納
が
あ
る
方
は
平
等
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
公
平
な
負
担
の
た

め
、
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
早

急
な
滞
納
解
消
の
努
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

区　分 現　状
【H30年度改定】
基本水量引下げ

【H32年度改定】
超過料金引上げ

【H33年度改定】
基本料金引上げ

基本水量
一般用 10ｍ/月
営業用 20ｍ/月
農業用 30ｍ/月

一般用 ８ｍ/月
営業用 16ｍ/月
農業用 24ｍ/月

一般用 ８ｍ/月
営業用 16ｍ/月
農業用 24ｍ/月

一般用 ８ｍ/月
営業用 16ｍ/月
農業用 24ｍ/月

用途別料金
（税別）

基本
料金

超過
料金

基本
料金

超過
料金

基本
料金

超過
料金

基本
料金

超過
料金

一般用 2,000 200 2,000 200 2,000 270 2,200 270

営業用 4,000 210 4,000 210 4,000 280 4,400 280

農業用 3,600 80 3,600 80 3,600 100 3,960 100

3

基本水量引下げ 超過料金引上げ

月

月

月

一般用 ８ｍ/月
営業用 16ｍ/月
農業用 24ｍ/月

一般用 ８ｍ/
営業用 16ｍ/
農業用 24ｍ/

基本 超過

農業用 24ｍ/

基本
料金

2,200

4,400

3,960

農業用 24ｍ/月 農業用 24ｍ/

超過
料金

2,000 270

4,000 280

3,600 100

月 農業用 24ｍ/

270

280

100

3 3 3

（表１）簡易水道使用料金の引上げ改定

　

Ｈ
33
年
度
に
は
月
額

　
約
３
，
０
０
０
円
の
負
担
増

　

４
月
27
日
に
行
わ
れ
た
第
３

回
町
議
会
臨
時
会
で
、
上
下
水

道
料
金
の
引
上
げ
に
係
る
関
連

改
正
条
例
が
可
決
さ
れ
、
今
年

の
９
月
検
針
分
（
10
月
納
入
分
）

か
ら
平
成
33
年
度
ま
で
３
段
階

で
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。（
表
１
・

表
２
参
照
）

　

こ
れ
に
よ
り
、
表
３
の
例
の

よ
う
な
世
帯
構
成
で
は
、
平
成

33
年
度
と
現
状
を
比
較
す
る
と

上
下
水
道
合
わ
せ
て
、
月
額
約

３
，
０
０
０
円
の
負
担
増
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
計
収
支
は
現
状
と

比
較
し
て
、
簡
易
水
道
事
業
は
、

１
，
１
３
１
万
円
の
増
収
、
下

水
道
事
業
は
、
３
３
０
万
円
の

増
収
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
使
用
料
金
の
段
階
的
な

3

3

3

3

3

3

3

3

区　分 現　状
【H30年度改定】
基本水量引下げ

【H32年度改定】
超過料金引上げ

【H33年度改定】
基本料金引上げ

基本水量
一般用 10ｍ/月
営業用 20ｍ/月

一般用 ８ｍ/月
営業用 16ｍ/月

一般用 ８ｍ/月
営業用 16ｍ/月

一般用 ８ｍ/月
営業用 16ｍ/月

用途別料金
（税別）

基本
料金

超過
料金

基本
料金

超過
料金

基本
料金

超過
料金

基本
料金

超過
料金

一般用  1,500    150  1,500    150  1,500    170  1,700    170

営業・団体用  3,000    150  3,000    150  3,000    170  3,400    170

3

基本水量引下げ 超過料金引上げ

月

月

一般用 ８ｍ/月
営業用 16ｍ/月

一般用 ８ｍ/
営業用 16ｍ/

基本 超過 基本
料金

営業用 16ｍ/

 1,700    170

 3,400    170

営業用 16ｍ/月 営業用 16ｍ/

超過
料金

 1,500    170

 3,000    170

月 営業用 16ｍ/

   170

   170

 1,700

 3,400

3 3 3

（表２）下水道使用料金の引上げ改定（町内５地区）

3 3 3 3

区　分
現状（平成 28 年度） 第１次

（H30）
第２次
（H32）

第３次
（H33）使用水量 使用料金

簡易水道 30 ｍ /月 6,000 6,400 7,940 8,140

下水道 30 ｍ /月 4,500 4,800 5,240 5,440

3

3

（表３）改定後の平均的な負担額（一般用 夫婦2人・子ども2人世帯の例）

5,440

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

 
「
Ｈ
30 

10
月
」「
Ｈ
32 

４
月
」「
Ｈ
33 

４
月
」
各
納
入
月
分
か
ら
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どっこい積丹

さくらます祭り
　５月 19 日、余別町のサクラマスサンクチュアリーセ

ンターで積丹観光協会（佐藤勝次会長）と余別・海ＨＵ

Ｇくみたい（澤貴幸会長）が協働する「どっこい積丹さ

くらます祭り」が開催され、悪天候にもかかわらず、町

内外からの来場者でにぎわいました。

　今回で５回目となるさくらます祭りでは、豪華景品が

当たる「げんきの森宝さがしゲーム」が行われたほか、

『地元漁師の「積丹市場」』では、獲れたての鮮魚の販売

も行われました。

　昼食には地元若手漁師などが腕を振るったサクラマスのチャンチャン焼きなどが振る舞われ、来場者はサク

ラマスと余別の自然を「学び」と「食」の両方で楽しみました。

　豊かな海を育むための「森・川・海」の栄養循環を支えるサクラマス。サクラマスが暮らす保護河川「余別

川の価値」を伝え守る取組は、郷土の誇りと、町の活性化・振興に貢献しています。

第
５
回

～
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
店
を
目
指
し
て
～

美
国
町
に
「
そ
ば
屋
」
を
開
業

元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
山
下
　
貴
弘

　

４
月
23
日
、
美
国
町
柳
町
に
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
躍

し
た
山
下
貴
弘
さ
ん
が
店
主
を
務

め
る
『
積
丹
番
屋
Ｔ
Ｋ
』
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
店
は
、
そ
ば
を
メ
イ
ン
に

海
鮮
丼
や
６
月
～
８
月
の
限
定
で

ウ
ニ
丼
、
そ
ば
と
丼
物
の
セ
ッ
ト

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

山
下
さ
ん
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
で
の
活
動
を
通
し
て
、
多
く

の
町
民
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
積
丹
町
で
自
分
の

夢
を
叶
え
た
い
と
思
い
、
町
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
起
業
支
援
補
助

金
１
０
０
万
円
を
活
用
し
て
、
夢

で
あ
る
そ
ば
屋
を
開
業
し
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
１
カ
月
が

経
過
し
、
町
民
や
観
光
客
が

店
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
が
、
山
下
さ
ん
は
、

『
小
さ
な
町
で
商
売
す
る
こ

と
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。』
と
、
集
客
率
を
上
げ
る

に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良

い
の
か
、
試
行
錯
誤
が
続
い

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

山
下
さ
ん
は
、『
町
民
の
方
の
憩

い
の
場
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。
町
内
で
商
売
さ
れ
て
い
る

方
々
と
一
緒
に
、
積
丹
町
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、
日
々
努
力
し
な
が

ら
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
と
は
一
味

違
っ
た
飲
食
店
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
積
丹
町
に
新
し
い
風
を
吹
か

せ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。』
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
に
努
力

す
る
山
下
さ
ん
に
今
後
も
期
待
し

ま
し
ょ
う
。

　

積
丹
番
屋
Ｔ
Ｋ

　
　

営
業
時
間　

11
時
～

　
　

定
休
日　
　

毎
週
水
曜
日

起業第１号

ん
さ
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